
 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

使用教科書： ）

教科 の目標

科目 の目標

清瀬 公民 公共
公民 公共 2

高等学校 令和8年度（２学年用） 教科

公共

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するた
めの手がかりとなる概念とともに，諸資料か
ら，倫理的主体などとして活動するために必要
となる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技
能を身に付けます。

現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判
断の手がかりとなる考え方や公共的な空間に
おける基本的原理を活用して，事実を基に多
面的・多角的に考察し公正に判断する力や合
意形成や社会参画を視野に入れながら構想し
たことを議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に現代の諸課題を
主体的に解決しようとする態度を養うととも
に多面的・多角的な考察や深い理解を通して
涵養される，現代社会に生きる人間としての
在り方生き方についての自覚や，公共的な空
間に生き国民主権をになう公民として，自国
を愛し，その平和と繁栄を図ることや各国が
相互に主権を尊重し，各国民が協力し合うこ
との大切さについての自覚などを深める。

高等学校 公共（教育図書）

公共

【 知　識　及　び　技　能 】
現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手がかりとなる概念とともに，諸資料から，倫理的主
体などとして活動するために必要となる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける。

現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手がかりとなる考え方や公共的な空間における基本的原
理を活用し，事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する力や合意形成や社会参画を視野に入れな
がら構想したことを議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに多面的・多
角的な考察や深い理解を通して涵養される，現代社会に生きる人間としての在り方生き方についての自覚
や公共的な空間に生き国民主権をになう公民として，自国を愛し，その平和と繁栄を図ることや各国が相
互に主権を尊重し，各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

態
配当
時数

１
学
期

公共的な空間をつくる私たち―社
会のなかの自己

〇青年期の特徴と発達課題，及び
個人・社会・伝統と文化の視点か
ら人間のあり方について理解する
とともに，自己形成及び社会形成
に主体的に参画することの意義に
ついて考察する。

〇青年期における心の動きや自分
自身の捉え方，人間関係などの特
徴をふり返りながら，青年期の特
徴や発達課題について理解しま
す。
〇現代社会で生きていく上で，青
年期に求められることは何か，幅
広く考えるとともに，キャリア開
発や社会参画の意義について気付
き，考えます。
〇規則と自由に関する課題につい
て，カントの義務論やJ.S.ミルの
自由論を手がかりに，実際的な場
面を想定しながら，理解を深めま
す。
〇パターナリズムの例を用いて，
規制と自由の関係について考えま
す。
〇日常的に用いられる「公共」の
意味について考えながら，アーレ
ントやハーバーマス，和辻哲郎の
捉えた社会的存在としての人間に
ついて理解します。
〇日常使われている言葉の意味や
用法に伝統や文化がかかわってい
ることに気付き，それがどのよう
な課題につながっているか考察し
ます。

【知識・技能】
・青年期の特徴と自己形成の課題，個人・社
会・伝統と文化の三つの視点から捉えた人間
のあり方について理解する。
・教科書記載の資料及びその他の資料から，
必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み
取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・青年期の特徴と自己形成の課題，個人・社
会・伝統と文化の三つの視点から捉えた人間
のあり方について，多面的・多角的に考察
し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・青年期の特徴と自己形成の課題，個人・社
会・伝統と文化の三つの視点から捉えた人間
のあり方について，自分自身の課題としても
捉え，主体的に追究している。

○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

8

定期考査 ○ ○ 1

公共的な空間における人間として
の在り方生き方―共に生きるため
の倫理

〇現代の諸課題について判断し選
択する際の考え方としての功利主
義と幸福の原理や義務論と公正の
原理を理解する。
〇生命倫理や環境倫理にかかわる
課題について，功利主義や義務論
の視点から考察し議論する。

公共的な空間における基本的原理
－私たちの民主的な社会

〇公共的な空間における基本的原
理である，民主主義，法の支配と
立憲主義，人間の尊厳と平等など
の意義について理解する。
〇これらがなぜ公共的空間の基本
原理とされるのか，また，それら
を実現する上での課題について考
察する。

〇行為の判断や選択の場面を想定
し，まず目的論と義務論の区別に
ついて理解します。
〇功利主義の快楽や幸福の考え方
が，社会のあり方と関連している
ことを，経済や福祉政策などを事
例に理解します。
〇人間にとっての善さや幸福を，
人が徳を備えることに求める考え
方を理解します。
〇思考実験を用いて選択・判断と
その理由について考察します。
〇結果ではなく義務に基づいて行
動すべきとする場面を想定しなが
ら，カントの考え方を理解しま
す。
〇社会的不公正の是正について，
社会保障政策などを手がかりに
ロールズやセンの考え方を理解し
ます。
〇思考実験を用いて選択・判断と
その理由について考察します。
〇エンハンスメントの事例をあげ
ながら，そこにどのような倫理的
課題があるかを理解します。
〇すでに学んだ功利主義と義務論
の考え方を手がかりに倫理的課題
について考察・判断します。
〇開発にともなう倫理的課題とは
どのようなものかを理解します。
〇すでに学んだ功利主義と義務論
の考え方を手がかりに，環境にか
かわる倫理的課題について考察・
判断します。

〇市場機構における財やサービス
の配分が社会の利害調整の役割を
していることに気付きます。ま
た，国家による調整は，立憲主義
に基づく手続きによることを理解
します。
〇民主主義の手続きや方法の意義
について具体例をあげながら理解
するとともに，その課題について
考えます。
〇中学校社会科での学習もふまえ
ながら，法の支配や立憲主義の意
義について，基本的人権の尊重や
権力の濫用防止の観点から理解し
ます。
〇人間の尊厳と平等，基本的人権
の尊重の意義について理解すると
ともに，歴史的経過のなかで発展
し今日に至っていることに気付き
ます。
〇現代における人権の展開につい
ては，国内の法整備にも具体化さ
れていることに気付きます。

【知識・技能】
・現代の諸課題について判断し選択する際の
手がかりとなる功利主義や義務論などの考え
方について理解している。
・教科書記載の資料及びその他の資料から，
必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み
取り，まとめている

・公共的な空間における基本的原理である民
主主義，法の支配と立憲主義，人間の尊厳と
平等などの意義について理解している。
・教科書記載の資料及びその他の資料から，
必要な情報を適切かつ効果的に収集し,読み
取り,まとめている。

【思考・判断・表現】
・現代の諸課題について判断し選択する際の
手がかりとなる功利主義や義務論などの考え
方を活用して，生命倫理や環境倫理について
多面的・多角的に考察し，表現している。

・公共的な空間における基本的原理である民
主主義，法の支配と立憲主義，人間の尊厳と
平等などの意義とそれらを実現する上での課
題について，多面的・多角的に考察し，表現
している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・功利主義や義務論などの考え方を活用し
て，現代の諸課題について主体的に追究して
いる。

・公共的な空間における基本的原理である，
民主主義，法の支配と立憲主義，人間の尊厳
と平等などの意義とそれらを実現する上での
課題について，主体的に追究している。

○ ○ ○



１
学
期

8

法の働きと私たち

〇法や規範の意義と役割，法の成
立と適用，市民生活における法と
契約,消費者の権利と責任，司法の
しくみと司法参加の意義などにつ
いて，実際の社会生活の事象とも
関連させながら理解する。
〇法の意義と役割，消費者の権利
と義務，司法参加などにかかわる
課題について考察し表現する。

〇法と道徳や慣習などの規範の特
性については，規制する対象や範
囲，効力などの点から比較し理解
します。
〇公共的な空間において，道徳や
マナーに委ねる場合と，法的ルー
ルによっている場合があることに
ついて，事例をあげて理解しま
す。
〇法の特色，法の役割について
は，具体例をあげながら理解しま
す。
〇社会法については，日本国憲法
に定める社会権の規定との関連に
気付きます。
〇民事裁判，刑事裁判に関する報
道などを参考に，両者の手続きの
特色について理解します。
〇法の解釈，判例については，実
際の裁判事例をとおして理解し，
関心を持ちます。
〇インターネットによる売買契約
の特性や取り消しに関する情報，
売買に関するトラブルの事例など
から，インターネット販売につい
て理解します。
〇身の回りの具体的な例を取り上
げて，私法と私法の３原則，過失
責任の原則について理解します。
〇日本国憲法の関連する規定も参
照します。
〇売買契約，賃貸借契約，労働契
約，消費貸借契約などについて，
具体的な例を取り上げ，契約自由
の原則の意義とその修正が必要な
場合について考えます。
〇消費者問題の例を取り上げて，
消費者契約や消費者法制，消費者
支援機関の役割，消費者市民社会
の形成について考えます。
〇裁判員として刑事裁判に参加す
ることの意義と責任について考察
します。
〇刑事手続きが法令に則って進め
られること，被疑者や被告人の権
利保障についても理解します。
〇刑事司法の課題や司法への民意
の反映については，例えば報道の
資料などを用いて関心を持ちま
す。

【知識・技能】
・法や規範の意義と役割，法の成立と適用，
市民生活における法と契約, 消費者の権利と
責任，司法のしくみと司法参加の意義などに
ついて，理解している。
・教科書記載の資料及びその他の資料から，
必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み
取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・法や規範の意義と役割，法の成立と適用，
市民生活における法と契約。消費者の権利と
責任，司法のしくみと司法参加の意義などに
ついて，多面的・多角的に考察し，表現して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・法や規範の意義と役割，法の成立と適用，
市民生活における法と契約。消費者の権利と
責任，司法のしくみと司法参加の意義などに
ついて，主体的に追究している。

○ ○ ○ 10

民主政治と私たち

〇政治と民主主義，地方自治及び
国会，内閣のしくみと役割，政治
参加と選挙，政党と利益集団，メ
ディアと世論について，民主政治
の実現の観点から理解する。
〇地方政治，国政に関する課題に
ついて，民主政治や民意の反映な
どの視点から解決に向けて考察し
表現する。

〇国や地方の政治に民意を反映さ
せる制度について，中学校までの
既習事項などをとおして理解しま
す。
〇選挙による方法，国民投票によ
る方法について，民意を反映させ
る点でどのような特徴や課題があ
るか，考察します。
〇身近に存在する政治に気付くと
ともに，民主主義にかかわる制度
や活動について理解します。
〇内閣と国会の関係については，
日本国憲法の条文を参照すると同
時に，実際の政治事象を参考に理
解します。
〇行政機構と行政事務について
は，具体的な事例を参考に理解し
ます。
〇行政権の役割の拡大に伴う諸課
題と対応について具体例を取り上
げながら考えます。

〇現代民主主義の課題について
は，20世紀の歴史をふまえながら
考察します。
〇地方自治の本旨について確認す
ると同時に，国の政治と比較しな
がら地方自治のしくみについての
理解します。
〇地方財政については，具体例な
どを取り上げながら，財政や事務
について理解します。
〇三権分立，国会の組織と権限に
ついては，日本国憲法の該当条文
も参照しながら，理解します。
〇実際の政治事象を取り上げなが
ら，国会の果たしている役割につ
いて具体的に理解します。
〇内閣と国会の関係については，
日本国憲法の条文を参照すると同
時に，実際の政治事象を参考に理
解します。
〇行政機構と行政事務について
は，具体的な事例を参考に理解し
ます。
〇行政権の役割の拡大に伴う諸課
題と対応について具体例を取り上
げながら考えます。
〇近代の選挙の原則の重要性を確
認するとともに，日本の選挙制度
について，近年の実施例なども取
り上げながら，具体的に理解しま
す。
〇18歳から選挙権を有することを
ふまえ，投票による政治参加の意
義に気付きます。
〇選挙の際の政党の政権公約，政
党間の議論などを参考に，政党の
役割に気付きます。
〇利益集団についても具体例をあ
げながら政治的意味に気付きま
す。
〇政治資金については，関連する
報道などを参照し，政治資金の規
正の重要性に気付きます。
〇メディアが取り上げる論点を比
較したり，変化していく世論に気
付いたりすることによって，民主
主義における世論の重要性を理解
します。
〇政府やメディアが行う世論調査
の内容を概観し，世論のイメージ
を把握します。

【知識・技能】
・政治と民主主義，地方自治及び国会，内閣
のしくみと役割，政治参加と選挙，政党と利
益集団，メディアと世論について，民主政治
の実現の観点から理解している。
・教科書記載の資料及びその他の資料から，
必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み
取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・政治と民主主義，地方自治及び国会，内閣
のしくみと役割，政治参加と選挙，政党と利
益集団，メディアと世論，政治のしくみや運
用にかかわる課題について，民主政治の実現
の観点から多面的・多角的に考察し，表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・政治と民主主義，地方自治及び国会，内閣
のしくみと役割，政治参加と選挙，政党と利
益集団，メディアと世論，政治のしくみや運
用にかかわる課題について，民主政治の実現
の観点から主体的に追究している。

○ ○ ○

1定期考査 ○ ○



○ 6

２
学
期

経済社会で生きる私たち

〇経済活動の意義，経済循環，市
場経済のしくみと政府の役割，国
民所得と経済成長，金融のしくみ
と働き，中央銀行の役割と金融環
境の変化，財政の働きと課題，社
会保障の考え方と課題について，
実際の社会生活の事象とも関連さ
せながら理解する。
〇経済のしくみや動向についての
基礎的理解を基礎に，経済につい
ての政策，財政や金融に関する政
策課題，社会保障にかかわる課題
について関心を持って考察し追究
する。

〇希少性，機会費用，トレードオ
フについて，経済の特性を捉える
基本概念であることに気付きま
す。
〇経済循環における経済主体間の
関係には，市場を通じたものと，
法令に基づく制度として行われる
ものとがあることに気付きます。
〇価格の働きについては，需要曲
線・供給曲線を利用して理解しま
す。
〇外部不経済，寡占市場における
資源配分のゆがみなどについて
は，具体的な事象を参照しながら
理解します。
〇経済の大きさや動きなどを示す
指標としてGDPがあること，また，
豊かさを示す上でのGDPの限界にも
気付きます。
〇経済成長率は，経済政策の目安
となると同時に，各国の経済の動
向を示す目安としても用いられて
いることに気付きます。
〇クラウドファンディングについ
ては，いくつかの例をとおして理
解します。
〇間接金融，直接金融とクラウド
ファンディングそれぞれの特色と
違いを比較しながら理解します。
〇銀行や証券会社，保険会社など
の具体的な金融機関の業務などを
調べることをとおして，金融のし
くみについて理解します。
〇金融政策については，市場にお
ける通貨量の調整がどのようにし
て図られるのか，そのしくみに着
目して理解します。
〇金融の自由化，金融商品の多様
化が，消費者にどのような利便性
と課題をもたらしているか，具体
的に考えます。
〇日本の財政規模，財政危機につ
いて，資料を参考に把握します。
〇＜歳出＞の削減，＜歳入＞の増
加については，視野を広げて多面
的・多角的に考察します。
〇所得の再分配や財政政策につい
ては，具体例をとおして理解しま
す。
〇財政については，歳入構造，歳
出構造の変化の背景に気付き，財
政の動きに関心を持ちます。
〇租税の種類については，実例を
あげながら理解します。
〇財政問題については，テーマ３
の内容とも関連させて，問題の解
決の方向性について考えます。
〇日本の社会保障制度の四つの柱
については，さまざまな生活場面
を想定して具体的に理解できるよ
うにします。
〇日本の社会保障制度について
は，保険制度，公費によるものな
どがあることを理解します。
〇高齢化，少子化がもたらす影響
をさまざまな視点から理解しま
す。
〇今後の社会保障制度の方向性と
して，低福祉・低負担，高福祉・
高負担などの観点から考えます。

【知識・技能】
・経済活動の意義，経済循環，市場経済のし
くみと政府の役割，国民所得と経済成長，金
融のしくみと働き，中央銀行の役割と金融環
境の変化，財政の働きと課題，社会保障の考
え方と課題について理解している。
・教科書記載の資料及びその他の資料から，
必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み
取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・経済活動の意義，経済循環，市場経済のし
くみと政府の役割，国民所得と経済成長，金
融のしくみと働き，中央銀行の役割と金融環
境の変化，財政の働きと課題，社会保障の考
え方と課題について，多面的・多角的に考察
し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・経済活動の意義，経済循環，市場経済のし
くみと政府の役割，国民所得と経済成長，金
融のしくみと働き，中央銀行の役割と金融環
境の変化，財政の働きと課題，社会保障の考
え方と課題について，主体的に追究してい
る。

○ ○ ○ 12

私たちの職業生活

〇資本主義社会における労働契
約，労働者の権利と労働三法，雇
用環境の変化と現代の労働問題な
どについて，実際の職業や労働の
あり方とのかかわりも含めて理解
する。
〇現代社会における職業の特性の
理解の上に，職業選択を自らの課
題として考察する。また，労働と
雇用にかかわる諸問題について考
察する。

〇産業構造の高度化や技術革新の
進展が職業や仕事にどのような影
響を及ぼすのか考えます。
〇職業生活において何を大切にし
たいか，理由も含めて考えます。
〇職業については，社会生活にお
ける意義や役割，産業とのかかわ
りなどの視点から理解します。
〇労働市場における労働力の需給
調整については，有効求人倍率な
どを参考にして理解します。
〇自分の抱いている職業観とその
職業が必要とする能力との関連に
ついて考えます。
〇自分のこれまでの学習や経験を
とおして形成してきたキャリア
が，今後の職業とどのように結び
つくか考えます。
〇「過労死」「ブラック企業」な
どについては，関係する報道や記
事などから，具体性を持って理解
します。
〇労働時間のあり方は，ワーク・
ライフ・バランスの問題であるこ
とについて考察します。
〇労働関係法が，どのように労働
者の権利の保護に寄与しているの
か，具体的な事例を取り上げて理
解します。
〇労働基準法に定める労働条件の
最低基準については，具体的に理
解します。
〇現代のさまざまな労働問題や労
働環境の改善については，報道や
関係の記事などをとおして，より
具体的に理解します。

【知識・技能】
・働くことの意義，産業社会の発達と職業の
変化，労働市場の役割，職業選択のポイン
ト，多様化するキャリアの選択とキャリア形
成の課題，資本主義社会における労働契約，
労働者の権利と労働三法，雇用環境の変化と
現代の労働問題などについて，理解してい
る。
・教科書記載の資料及びその他の資料から，
必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み
取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・働くことの意義，産業社会の発達と職業の
変化，労働市場の役割，職業選択のポイン
ト，多様化するキャリアの選択とキャリア形
成の課題，資本主義社会における労働契約，
労働者の権利と労働三法，雇用環境の変化と
現代の労働問題などについて，多面的・多角
的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・働くことの意義，産業社会の発達と職業の
変化，労働市場の役割，職業選択のポイン
ト，多様化するキャリアの選択とキャリア形
成の課題，資本主義社会における労働契約，
労働者の権利と労働三法，雇用環境の変化と
現代の労働問題などについて，主体的に追究
している。

○ ○
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国際社会のなかで生きる私たち

〇国際社会の成り立ち，国際連合
の役割，日本の平和主義と冷戦，
冷戦後の日本，現代の紛争とその
影響，国際平和に向けた課題，貿
易のしくみ，国際金融のしくみと
動向，グローバル化と国際経済，
国際経済の諸課題について，実際
の国際社会の事象とも関連させな
がら理解する。
〇国際政治，国際経済にかかわる
諸課題について多面的・多角的に
考察する。

〇漁業資源は，鉱物資源とは異な
り，海洋という“共有地”におけ
る資源であることに気付きます。
〇“共有地の悲劇”の考え方を参
考にします。
〇国際法は，国内法と比較しなが
らその特色について理解します。
〇国家間のさまざまな問題や国際
法については，具体例をとおして
理解します。
〇国際連合の安全保障への取り組
みについては，実際の国際紛争の
例を資料をとおして理解します。
〇国際連合の機関の活動が，世界
の多くの人々の生活と密接にかか
わっている点に気付きます。
〇安全保障のジレンマについて，
すでに学習した「囚人のジレン
マ」を参考に理解します。
〇敵対している国家間の相互理解
や信頼醸成には，関係の国々や国
連などを通じた外交が重要である
ことに気付きます。
〇日本の安全保障と日米関係につ
いては，第二次世界大戦後の国際
政治の動きとかかわらせて理解し
ます。
〇個々の安全保障政策について
は，当時の報道や記事などを参照
して理解します。
〇政府の憲法第９条の解釈の変化
をとおして自衛隊の役割や位置の
変化について理解します。
〇主権国家内部の紛争や人権侵害
について，他国や国際機関がどの
ように対処しているのか，具体例
をあげながら理解します。
〇他国による武力行使が，新たな
混乱を招くことがある点に気付き
ます。
〇実際の紛争の背景と要因や関係
する諸国の動向，国際機関の対応
などを理解します。
〇映像資料や新聞記事などを適切
に活用します。
〇日本が行っている国際貢献のう
ち，いくつかを取り上げて実際の
活動を知ることによって，国際貢
献の意義について理解します。
〇「プラットフォーマー」が展開
するデジタル事業が，なぜ生活の
なかに浸透してきたのか，企業の
目的も含めて考えます。
〇経済のグローバル化と国内外の
課税や市場管理とのかかわりにつ
いて理解します。
〇輸出入にかかわる政策手段に
は，関税，輸入数量制限，輸出促
進のため補助などがあることを理
解します。
〇国際収支の項目ごとの取り引き
金額の推移からうかがわれること
について考察します。
〇為替相場については，日々の経
済ニュースによる情報をとおして
理解すると同時に，変動の背景や
影響についても考察します。
〇国際金融の動向については，当
時の報道や記事などをとおして理
解します。
〇国際経済秩序については，国際
協調の動きとともに保護主義・一
国主義の動きがあることを事例か
ら理解します。
〇地域統合のうちFTAやEPAについ
ては，日本の取り組みを例に内容
を理解します。
〇南北問題の背景については，植
民地の時期の経済関係，その後の
国際分業の構造，一次産品の価格
などの視点から理解します。
〇格差の是正に向けた取り組みに
ついては，SDGsを取り上げて具体
的に理解します。

【知識・技能】
・国際社会の成り立ち，国際連合の役割，日
本の平和主義と冷戦，冷戦後の日本，現代の
紛争とその影響，国際平和に向けた課題，貿
易のしくみ，国際金融のしくみと動向，グ
ローバル化と国際経済，国際経済の諸課題に
ついて理解している。
・教科書記載の資料及びその他の資料から，
必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み
取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・国際社会の成り立ち，国際連合の役割，日
本の平和主義と冷戦，冷戦後の日本，現代の
紛争とその影響，国際平和に向けた課題，貿
易のしくみ，国際金融のしくみと動向，グ
ローバル化と国際経済，国際経済の諸課題に
ついて，多面的・多角的に考察し，表現して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・国際社会の成り立ち，国際連合の役割，日
本の平和主義と冷戦，冷戦後の日本，現代の
紛争とその影響，国際平和に向けた課題，貿
易のしくみ，国際金融のしくみと動向，グ
ローバル化と国際経済，国際経済の諸課題に
ついて，主体的に追究している。

○ ○
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１　探究のイメージをつかもう
２　探究プロセス

〇現代社会の諸課題について，探
究的な課題を設定し，課題解決に
向けて必要な情報を収集して分析
したり考察したりする。
〇探究の結果や自らの主張を論拠
を明確にして説明したり表現した
りする。

〇課題設定の理由及び課題解決の
仮説や見通を吟味します。
〇研究のアウトラインや構成を見
通しながら，必要な資料の収集や
整理の仕方について見通しを立て
ます。
〇明確になったこと，明確になら
なかったことも含めて研究の成果
をまとめます。

【知識・技能】
・課題解決に必要な事項を理解している。ま
た，第１部・第２部で学習した知識と関連付
けている。
・必要な資料を収集・整理し，必要な事項を
抽出しまとめている。
【思考・判断・表現】
・課題解決に向けて必要な資料や情報を収集
し，分析したり考察したり判断したりしてい
る。
・得られた結果や自らの主張を，論拠を明確
にして説明したり表現したりしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・探究のための学習計画をふまえて，探究活
動の進行を自らふり返り調整しながら，解決
に向けて主体的に取り組んでいる。

○ ○ ○
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合計


